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吉
益
東
洞
の
『
古
書
医
言
』
は
、
総
計
三
十
七
種
類
の
中
国
の

古
典
文
献
を
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
散
見
す
る
医
学
思
想
に
つ

い
て
、
彼
独
自
の
観
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
東
洞
の
一
大
著

作
で
あ
る
。
こ
の
「
古
書
医
言
』
の
第
三
巻
に
は
「
心
卵
経
」
と

称
す
る
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
『
古
書
医
言
』

の
目
録
に
は
、
第
三
巻
の
末
尾
に
〈
心
卵
経
〉
と
、
そ
の
書
名
が

挙
げ
ら
れ
、
本
文
に
も
、

心
卵
経
日
、
上
薬
三
品
、
神
与
気
精
、
晄
晄
惚
惚
、
沓
沓
冥

冥
、
存
無
守
有
、
頃
刻
而
成
、
廻
風
混
合
、
百
日
功
霊
、
黙

朝

と
『
心
卵
経
日
」
の
原
文
が
引
用
さ
れ
、
更
に
そ
の
後
…

心
卵
経
以
下
、
皆
是
神
仙
服
食
之
事
、
用
於
常
人
、
則
必
有

害
実
、
医
家
猶
然
、
慎
勿
混
焉
、

と
い
う
東
洞
の
コ
メ
ン
ト
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
こ
の
『
心
卵

祁
吉
益
東
洞
「
古
書
医
言
」
引
「
心
卵
経
」

舘
野
正
美

経
」
の
一
文
を
見
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
又
、
内
容
的
に
も
、
束
洞
の
コ
メ
ン
ト

は
全
く
順
当
な
も
の
で
、
何
ら
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

う
（
》
Ｏ

と
こ
ろ
が
、
東
洞
が
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
範
囲
の
中
国
の
古
典

籍
Ｉ
広
く
「
大
蔵
経
」
や
『
道
蔵
』
を
も
含
め
て
Ｉ
の
中

に
、
こ
の
「
心
卵
経
」
と
い
う
書
物
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
少
な
く
と
も
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
の
「
心
卵
経
」
と
い
う

書
物
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
こ

の
〈
心
卵
〉
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
さ
え
、
全
く
不
明
な
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
、
Ｉ
具
体
的
な
手
順
は
省
略
す
る
が
ｌ
種
々
の
調

査
の
結
果
、
こ
の
「
心
卵
経
』
と
い
う
書
名
は
、
実
は
『
心
印

経
』
の
誤
り
で
、
現
在
『
道
蔵
』
（
別
、
洞
真
部
）
に
収
め
ら
れ
る

『
高
上
玉
皇
心
印
経
』
が
当
該
の
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

果
た
し
て
、
そ
の
本
文
に
は
、
「
古
書
医
言
」
に
お
い
て
東
洞

が
引
用
す
る
の
と
全
く
同
じ

上
薬
三
品
、
神
与
気
精
、
…
…

で
始
ま
る
一
句
四
字
、
凡
て
五
十
句
の
文
章
が
記
述
さ
れ
て
い
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る
。
東
洞
の
引
用
は
、
そ
の
第
九
句
の
〈
黙
朝
上
帝
〉
の
途
中
で

と
ぎ
れ
て
い
る
。
『
高
上
玉
皇
心
印
経
』
の
続
き
は
、
前
段
の
内

容
を
受
け
て
、
更
に
所
謂
〃
錬
金
術
″
的
な
修
行
の
功
徳
を
、
道

教
の
最
高
神
で
あ
る
〈
玉
皇
〉
の
名
の
も
と
に
敷
術
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
に
は
長
す
ぎ
る
が
故
の
省
略
で
は

あ
ろ
う
が
、
四
字
一
句
の
文
章
〈
黙
朝
上
帝
〉
を
中
途
で
区
切
っ

て
省
略
す
る
と
は
、
一
体
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
、
い
わ
ば
不
十
分
な
引
用
の
例
は
、
こ
の
『
古
書
医
言
」
中

に
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
極
め
て
不
自
然
な
こ
と

で
あ
る
。

又
、
そ
も
そ
も
東
洞
は
、
『
高
上
玉
皇
心
印
経
」
の
こ
の
一
文

を
「
心
卵
経
」
の
一
文
と
し
て
認
識
し
引
用
し
て
い
る
。
既
に
触

れ
た
通
り
、
東
洞
自
身
が
〈
心
卵
経
日
〉
・
〈
心
卵
経
以
下
〉
と
二

度
に
亘
っ
て
〈
心
卵
経
〉
と
明
記
し
て
、
彼
の
文
章
を
綴
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

「
古
書
医
言
』
に
お
け
る
、
こ
の
前
後
の
内
容
は
、
「
文
子
』
や

『
周
易
参
同
契
』
と
い
っ
た
、
東
洞
の
所
謂
〈
神
仙
服
食
之
事
〉

に
属
す
る
一
連
の
書
物
を
概
観
す
る
部
分
で
あ
り
、
東
洞
に
と
っ

て
、
さ
ほ
ど
重
要
な
書
物
の
な
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
、
東
洞
の
こ
の
不
用
意
な
引
用
は
、
一
体
い
か
な
る
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
、
東
洞
が
「
道
蔵
』
（
別
、
洞
真
部
）
に
収
め
る

、
、
、
、
、

『
高
上
玉
皇
心
印
経
』
を
見
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
い

ず
れ
か
の
人
物
に
〃
『
心
卵
経
」
の
一
文
″
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

文
章
を
、
そ
の
通
り
当
心
卵
経
」
の
一
文
〃
と
し
て
読
み
、
そ

れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
人
物
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
但
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
古
書
医
言
」
中
に
は
、
果
た

し
て
東
洞
が
自
ら
現
実
に
そ
の
書
物
（
文
章
）
を
見
て
、
お
の
が

見
解
を
記
述
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
不
明
瞭
な
箇
所

が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
『
心
卵
（
印
）
経
』
の
問
題
が
、
そ
れ

ら
を
解
明
し
て
ゆ
く
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
に
な
れ
ば
よ
い
で
あ
る

シ
フ
。
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